
























究者招聘事業で来日したボリビア マルガリータ・ビラ・ダ・ビラ教授は、 スペイン 北西部のビーゴ生まれ。サンティアゴ・デ・コンポステラ大学で中世美術史を学び、博士号を取得された。結婚後、ボリビアにわたり、同国のサン・アンドレス デ・ラパス大学で教鞭をとっている。現在はラテ アメリカで展開したコロニアル様式にも関心を持って研究を進めて るとのことだ。
今回の講演「アンデスに生きる西洋中世：キリスト教教会と
先住民芸術における〝人魚〟の表現をめぐ 」で 、人魚図像とシンボリズムの変遷が、広範な年代と地域の作例に基づき、精緻に分析された。人魚は実にさまざまな文化圏 造形文化や文学に登場するモティーフである。ラテン メリカ アン
